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21年皮を除き,昭和52年まで刊行を続けて参りました.此間召虫と殺虫剤との関係を取扱

ったユニークな学術雑誌として,国内はもちろん国際的にも認められてきました.しかし
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AnnouncementfromtheEditorialBoard
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No.4,dated November30,1977. Wewishtoexpressourgratitudetothesub･

scribers,Supportingmembersandcontributorswhodevotedallkindsofeffort

forthepublication.

June,1977

TheEditorialBoard
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成虫間の交信揖乱によるワタ7カ ミム シの防除,

ControllingthePinkBollworm byDisruptlng

SexPheromoneCommunicationBetweenAdult

Moths.L.K.GASTON,氏.S.KAAE,H.H.SHOREY,

D.SELLERS:Science,196,904(1977).

ワタアカミムシは,ttt界巾の析出の苦虫であるが.

1シーズン巾に,数世代が式なって繰り返して発生す

る.ワタアカミムシの性フェロモンは,すでに化学描

出 も脈明され 合成されていて `̀gossyplure"と呼ば

れている.

フェロモンは,ポt)オキシメチレン製のチューブに

吸い上げ,その一方の端を封じておく.このチニープ

には内径 0.22mm の孔があいていて,一本の長さは

10.4cm なので1巻半の輪ができる. これを相の小枝

に手でかけていく.

それぞれ5ヘクタール,6ヘクタール,12ヘクター

ルの合計23ヘクタールの試験区には1m毎の格子状に

輪を配置し合計230,000位用した. 1シ-ズン3週毎

に5回これをとりかえた.

3試験区の他に,同じような地形の10区を比較区と

して調査し,これらの区は.フェロモン処理せずに普

通の栽培上の管理を行なっている.

3つのフェロモン区には,･おのおの4つのフェロモ

ントラップを設置して遇に2回雄の誘引数を調べたが,

各区平均7頭のトラップ数であった.10比較区では,

各区平均356頭もあるので,概罪98%の減少とみなさ

れる.しかし,実用面からいえば.幼虫の食害の減少

を調べなければならない.棺実を採収し,幼虫の食入

の有無を調べた.7月初旬のシーズン放初の採災棉光

では.フェロモン区の方に食害きれたものが多かった.

その後,7月中旬から8月下旬まで,フェロモン区の

幼虫数が低 く経過し,9月中旬では,ヘクタール当り

22,000(フェロモン区)32,000(比較区)であった.

このシーズン中,必要と認めた時には.殺虫剤の散

布も行なった.フェロモン区は,3区のうちで1区だ

け1回班用したので,ヘクタール当りの伏JT)は0.3回

で,比較区は,2.6回であった.単純に計詐すると1

ヘクタール当りの使用数は十に減少したといえる,こ

の実験で, 1シーズンに班用したフェロモンの絞虫は,

33g/ヘクタールで.現在 0.8番/gである.従って1シ

ーズン26番/ヘクタールとなり,殺虫剤2回散布のm用

に相当する.大畠生産するようになれば,gossyplurc

の価格も下り,要する焚用も少なくなるであろう.

フェロモン班用に基づいた害虫防除をEi!山やFJ!プロ

グラムに導入することは,ワタアカミムシのようなiTTE
変害虫の駆除に種々の利点をもたらすことであろう.

(高橋正三)
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